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， 4) 拙著「桂営学本質論」第2肢， 84'-: ジー，注③， 278ベ-~，注喧審問。
5) 拙稿，経営の理論と歴史， r経済論叢」第99巷第1号審照。


















































8) Moxter， A.， Methodolo{]ische G附句dlagender BDtrieb，¥訓 rtschajtslehre，1957; Hax， K.. "Die 
Entwicklung-der deut.sr:hp.n Betriebswirtschaftslehre nach dem zweiten Wel止rl.ege"， 
The Annals 01 the '5cllo01 01 Busmess Administratio叫， Kobe Universlty， 1959;カ ノレ・ハ
ックスz 第良次大戦後におけるドイツ経営経済予の問閣と傾向.rピジネス νピュー 」 第 7巻
第 4号:上掲拙著など参照ロ
9) 山城菅「経営政策」経営評論社」昭和23年，白桃書房， 昭和田年。なお， その言辞，世)1栄
IJ.I城章署「経営政策J.平井泰太郎編「経営組曲の発展と計罫思考J閏元書房，昭和25年参
問。
10) 山城章「経営価格政策J中央経済社!昭和31年， 140ベ ジ:占部都美「経営社会政策J森山
書席昭和3u年，も師一請といえる。
11) 古JI栄一，山城章著「経蛍政輩J.平井泰太郎編「経営位織の発展と計算思考J312ページ審照。

























12) 古川教授も山拭教授の著書の紹介に当って， r経営政策」とL、う題名はj かつてわが国の経営
学文献にもなかったし，また欧米のそれにも見受けられない新しい名称である，とし、っている。
上掲書， 308ベー ジ参照。もちろんz 今日?は品ずしもそう kはいえない。 倒。えばわが国では，
古林山下編「経営理論と経営政策」中央経済社I 昭和34年その他があり， ドイツでは Sandig，
C.， Bet'liebswirtschaftstolit坊， 1952 などがあり，アメりカではほとんど経嘗政策論的Eもb、え
るからである唱しかし方法論的，自覚的な形ではか〈いえよう。





































1 マ不ジメ νト・ポリ γ イ・ジャングノレ一一方策と政策


















15) Koontz(ed.)， Toward a Unijied Theo叩 01Managem向 t，1964， p.10 
16) N 誌山villt:匂，A.， N.α仙"削6仰附U叩elle cla叫"'幻刊;む一ij
hi包，t旬orique， canon凹'q引"'に分け.canonrqueをさらにごつに分けてL唱。




















術と経営」の経営理論， (5) r経営と社会」の経営理論，という 5つの理念型の
総合であるべ これに対して経営政策学つまり経営方策論ないし経営政策論は
「経営組織の組織政策論」で，それは上述の経営理論との対応から明らかなよ
うに， (1) r仕事の組織」に関する経営政策論， (2) r経営における人間関係」
に関する経営政策論， (3) r価値の流れ」に関する経営政策論， (4)r技術と経営」
17) ドイツにおける方法論争については，拙著「経営学本賀論J34ベ←ジ以下参照。
18) 拙稿，馬場敬治博士とわが国の経営学.r蓮根論叢」靖国・割合併号毒照。
19) 馬場敬市，経営学の恥白内容としての組織理論に就いて， rPRJ第6巻第7号. 6へ ジ。










と「存在すべきもの」の認識との原理的分離叫 (eineprinzipielle Scheidung von 















21) 馬場世惜目経営学の動向j 高官編 riil>系経蛍学辞典J16ページ以下参照。
22) Weber. M.， "Die" Objektivitat" s.ozialwissenschaftlicher und sozialpolitischer Erke 
nntnis " ， in: Gesammelte Aufsatze ZUl' Wissenschaftslehre， 1922， S.148 
23) Weber， M.， "Der Slon' der "Wertfreibeit“ der soziologischen und 'okonomischen 


























25) 拙稿』経慣苧組織宇と桂営学一一池内 馬場両博士の所論をめぐって← rPRJ 第6巻第
9号， 23ベジ以下参照。
26) 馬場敬治[経営学と人間組輔の問題」序文ま問。





























30) 占部都望「経営社会政策」串山書庖昭和3f年j 市原季一「西独経営社会学」森山書応j 昭和
40年審問-
31l 制ーとして， Sandig， a.a. O. ; C-utenberg， E.， G削 :dlag，四 d，γ Bd門出品irtschaftslehre，.
Bd. II: De.an， J-. Manage的al E.叩旬。，刑C$，1952，をあげよう。

























32) j:~稿，経営武古決定問題の一考察， r経済論叢」第96巷第5号， ドイヅ経営学と経嘗古志決定
品調， r経済論叢」第四巻第2号など参照。
3>) 理論学派の代表と目される Gutenbergの「原論」の第2巻は「販売政責」であり， Deanの
「経宮考経済学」も理論と政策との統ー を示してし、る。








































"'- (Nicklisch， H.. 1876-1目的を中心とする規範的経営学説を想起せざるを得な
し、円
私はかつて"，/'::<::/プノレー クを引用しながら次のように述べた町。 1933年.I若









的価値関係的科学 (wertsetzendeund wertbeziehende Wissenschaft) として証明4




























アム (physicalsystem)， (2) 生物的シ月テム (biologicalsys白血)， (3) 個人的
Yλテム (p町田nalsystem)，但)社会的、ンステム (soc同 1s戸tem)，(5) 活動の
























36) Barnard， C.I.， op. cit.， p.65 
37) l)ruck， P. F.. The Practice oj M四 agem帥 t.H印町naned.， p.3彼ほer桂営」の成立を
重視している学者は少し、。経営学の韮礎として注意したb、。
38) これは， Cooper. Leavitt， Sbelly (erls.)， N.削 p，グ'spective四 Qrga削 zaft岬 Resea!'&h，1961， 




























40) 拙稿，デイヴ4久の極官理論とその批判j 馬場監治編集「経営学金集」第4巻 「米国経営学j
帥， 173ベージ以下車問。
41) Ba.τnard， op. cit.， p.282 

























42) lbid.， p. 279 
43) Ibid.， p. 282 
44) Ib珂， p. 259. 
45) わが国の経営の特質は何か，わが国の経済成長と経営晃展との関連如何は極めて重要な問題で

























Soc'Ial O'Yga削 zalio仰. 1958; Levine， 5_ R， Tnfl.刷 t'lialRelation 叫 p"拙 ay Jaρan. 1958: 
Gutenberg， E.， tJber japa削 scheUnler錨，hm句ngen，1960-; Hax， K.， Japan， 弥w勾包げrtsckαfβt，帥m包叫a，hts 
d，“'$ F，晶aνv師"帥 Ost~師依n叫 1目96引1. 尾高邦堆「日:主友の経営」中央公論社l 昭和4{羽M悶0年 武山華排「日本の静
営」鹿島研究所同版会，昭和40竿，その他経営史的研究が注目される。
46) Eel1s， R.， The Meani旬。./Mode夕方lBu，s問問， 1960 
47) 有名な極済同友会の昭和31年の声明と昭和39年，40年のそれとを比較せよ。また上掲『私の経営
理意」に収揖されている尉昇16氏の見解を見上。何が睦営理意なのかを疑わしめる。

























48) Druckerは desirableとactualとの聞に possibleをおいている.， Op. cit.， p.9 しかし，
その desirableなものの柿停が問題であること上述の如くである。 Drucker，The NIJW Society， 
The Anatomy 01 lndustrial 0叫町 1949;The Landmarks of T，開閉門'ow，1957， は理論書とし、
うより政策害kいろへきであろ七位お， Barnard， ot叫， p.281鉦






















































49) 拙薯「公社企業と現代経営学」建国大学研究院，昭和16年j 拙稿，公社の本質と経営原理， r公
営評論J昭和41年 1月号参照。

























50) PatteTflon， Snoial Aspects 0/ Ind山 tyy，1943， p_ 36 
51) 財界のいわゆる自主調整が何故失敗するか，その理由は明白であろう。
